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令和８年５月15日（金曜日） 
 
 

   午前10時２分開会 

──────────────── 

会議に付した案件 

○概要説明 

 教育委員会 

 １．ＧＩＧＡスクール構想について 

 ２．学校教育における生成ＡＩ活用に関する

国の動向 

 ３．これまでの生成ＡＩ活用の推進に向けた

本県の取組【令和７年度】 

 ４．今後の生成ＡＩ活用の推進に向けた本県

の取組【令和８年度】 

 ５．その他のＡＩ活用に関する本県の取組 

○協議事項 

 １．調査事項・調査計画等について 

 ２．県内調査について 

 ３．県外調査について 

 ４．次回委員会について 

 ５．その他 

──────────────── 

出席委員（９人） 

  委 員 長   山 内 いっとく 

  副 委 員 長    今 村 光 雄 

  委      員   安 田 厚 生 

  委      員   福 田 新 一 

  委      員   山 口 俊 樹 

  委      員   齊 藤 了 介 

  委      員   河 野 通 博 

  委      員   永 山 敏 郎 

  委      員   脇 谷 のりこ 

欠席委員（１人） 

  委      員   内 田 理 佐 

委員外議員（なし） 

──────────────── 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

  教 育 長   吉 村 達 也 

  副 教 育 長   長 倉 正 朋 

  教 育 次 長 
             長 友 美 紀 
  （教育政策担当） 

  教 育 次 長 
             柚木山 尚 未 
  （教育振興担当） 

  教 育 政 策 課 長   児 玉 憲 彦 

  財 務 福 利 課 長   田 中 礼 子 

  財 務 福 利 課 
             天 辰 直 樹 
  育 英 資 金 室 長 

  高 校 教 育 課 長   髙 原   博 

  義 務 教 育 課 長   隈 元 正 敬 

  特別支援教育課長   宮 田 恭 子 

  教 職 員 課 長   川 越 政 紀 

  生 涯 学 習 課 長   中 村 敏 彦 

  スポーツ振興課長   都 甲 尚 生 

  文 化 財 課 長   安 部 博 己 

  人権同和教育・ 
             日 髙 健一郎 
  生 徒 指 導 課 長 

──────────────── 

事務局職員出席者 

  政策調査課主査   住 吉 美 保 

  政策調査課主任主事   戸 髙 悠一朗 

 
 

○山内委員長  それでは、ただいまからＡＩ活

用推進対策特別委員会を開会いたします。 

 まず、委員席の決定についてであります。 

 ただいま御着席のとおりに決定してよろしい

でしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  それでは、そのように決定いた

します。 

 次に本日の委員会の日程についてであります
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が、お手元に配付の日程案を御覧ください。 

 ４、概要説明として執行部からは教育委員会

に出席いただきます。 

 執行部への質疑の後に５、協議事項として委

員会の調査事項・調査計画等について御協議い

ただきたいと思います。 

 このように取り進めてよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  それでは、そのように決定いた

します。 

 では、執行部入室のため暫時休憩いたします。 

   午前10時３分休憩 
 
 

   午前10時４分再開 

○山内委員長  それでは、委員会を再開いたし

ます。 

 教育委員会においでいただきました。 

 初めに、一言、御挨拶を申し上げます。私は

この特別委員会の委員長に選任されました都城

市選出の山内いっとくです。アルビン・トフ

ラーの『第三の波』という本が発表されて約50

年。そのとおりにＩＴ革命が起こり、20年ほど

が経過するわけですが、本県におきましても、

普通教科「情報」という科目ができて、ようや

く近年、情報の教員がそろったと伺っておりま

す。 

 先日、武雄市の取組状況を聞きに行ったので

すが、ＩＣＴの分野において武雄市は先進的な

ところでしたが、ＡＩについては本県と大きな

差はまだ開いていないなと感じたところです。

ＡＩについてこれは良い機会だなと。負けずに

進めていくことが、この宮崎県の発展のために

なっていくのではないかなと感じているところ

です。 

 さきの臨時会で私ども10名が委員として選任

され、今後１年間、調査活動を実施していくこ

とになりました。当委員会の取り扱う課題の解

決に向け努力してまいりますので御協力をよろ

しくお願いしたいと思います。 

 次に委員の御紹介をいたします。 

 最初に私の隣にいますのが、都城市選出の今

村光雄副委員長です。 

 続きまして、東臼杵郡選出の安田厚生委員で

す。 

 北諸県郡選出の福田新一委員です。 

 宮崎市選出の山口俊樹委員です。 

 宮崎市選出の齊藤了介委員です。 

 串間市選出の河野通博委員です。 

 都城市選出の永山敏郎委員です。 

 宮崎市選出の脇谷のりこ委員です。 

 なお、延岡市選出の内田理佐委員は本日は不

在です。 

 以上で委員の紹介を終わります。 

 執行部の皆様の紹介につきましてはお手元に

配付の配席表に代えさせていただきます。 

 それでは、概要説明をお願いいたします。 

○吉村教育長  おはようございます。教育長の

吉村です。本日は、よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料２ページの目次を御覧くださ

い。 

 本日御説明いたします内容でありますけれど

も、学校教育におけます生成ＡＩの活用につき

ましては、国のＧＩＧＡスクール構想に基づき

整備いたしました１人１台端末やクラウド環境

などの基盤をベースに進めておりますので、ま

ず国のＧＩＧＡスクール構想及び生成ＡＩ活用

に関する国の指針や事業の概要説明いたしまし

て、その後に本県の取組を説明いたします。 

 それでは、各内容については担当課長が説明

しますので、よろしくお願いいたします。 
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○児玉教育政策課長  教育政策課でございます。 

 ３ページを御覧ください。 

 ＧＩＧＡスクール構想について御説明いたし

ます。 

 これは令和元年に文部科学省が策定したもの

であります。 

 （１）令和元年度から始まったＧＩＧＡス

クール構想第１期は、児童生徒１人１台端末と

高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備

し全ての子供たちに個別最適な学びと協働的な

学びを実現するための国の取組であり、また、

これまでの我が国の教育実践と最先端のベスト

ミックスを図ることにより、教師・児童生徒の

力を最大限に引き出すための取組であります。

この取組は単に端末を配備することが目的では

なく、子供一人一人の可能性を引き出し、教育

の質を高めることを目指すものであります。 

 国においては、ＧＩＧＡスクール構想により

世界に先駆け、僅か一、二年で整備が完了し、

児童生徒１人１台端末と無線ＬＡＮ環境等が整

備されました。その結果、ＩＣＴ機器をほぼ毎

日または週３回以上活用する学校は９割を超え、

その割合は年々上昇しております。現在では１

人１台端末及び無線ＬＡＮ環境等のデジタル学

習基盤が整い、端末は鉛筆やノートと並ぶアイ

テムとして日常的な学びを支える段階に入って

おります。 

 国は、これらを単なる効率化のための付加的

な道具ではなく多様な子供たちを誰一人取り残

すことなく、一人一人の児童生徒の実態に応じ

た個別最適な学びと、他者との対話で高め合う

協働的な学びを充実させるために必要不可欠な

学習基盤として整理をしております。このよう

に、ＧＩＧＡスクール構想は単なる教育施策で

はなく、我が国の重要施策のインフラでありデ

ジタル人材育成の基盤でもあります。 

 次に（２）でありますが、ＧＩＧＡスクール

構想第１期の課題等を踏まえ令和６年度からＧ

ＩＧＡスクール構想の第２期に入っております。

第２期は整備した環境を維持・更新しながら教

育活動と校務の両面でより実質的な活用を進め

ていく段階であります。資料にありますとおり、

まず１人１台端末の更新が重要となります。第

１期で整備した端末は、今後、計画的な更新が

必要となります。端末は既に特別な機器ではな

く児童生徒の学びを支える日常的な道具となっ

ておりますことから学びを止めないためにも安

定的な更新と運用が求められます。 

 次に生成ＡＩをはじめとする先端技術への対

応であります。枠囲みにございますが、生成Ａ

Ｉはあたかも人間と自然に会話しているかのよ

うな応答や情報の収集、整理、分析結果等の出

力が可能であり、文章の素案作成やイメージの

生成、語学学習における利活用、プログラミン

グコードの生成など様々な場面での利活用が広

まっております。 

 生成ＡＩは教師や児童生徒の判断を置き換え

るものではありませんが、文章のたたき台を作

る、情報を整理する、別の視点を得る、語学学

習で会話練習を行う、プログラミングの考え方

を確認するなど適切に活用すれば学習や校務を

支援する可能性がございます。一方で誤った情

報をもっともらしく示すことや個人情報、著作

権、情報セキュリティーへの配慮が必要である

ことから教育目標に照らして慎重かつ効果的に

活用していくことが重要であります。 

 さらに、３ページの下のほうにございますが、

次期学習指導要領の議論におきましても情報を

適切に収集、整理、比較、発信するなど教科横

断的に育成すべき生成ＡＩの活用を含めた情報
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活用能力の抜本的な向上や質の高い探究的な学

びの充実が重視されております。したがって、

今後も１人１台端末やクラウド環境といったデ

ジタル学習基盤を前提とした学びを一層推進す

ることが必要であり生成ＡＩへの対応もこのデ

ジタル学習基盤の延長線上にあるものとして捉

える必要があると考えております。 

 ４ページを御覧ください。 

 先ほど御説明いたしましたＧＩＧＡスクール

構想第２期に入りクローズアップされておりま

す学校教育における生成ＡＩ活用に関する国の

動向についてであります。文部科学省は令和６

年12月にガイドラインを作成しております。こ

れは初等中等教育段階における生成ＡＩの利活

用について学校現場で押さえるべき基本的な考

え方や留意事項を整理したものであります。国

は生成ＡＩを一律に禁止にはしておらず、また

無条件に活用することを求めているわけでもご

ざいません。教育活動の目的に照らして有効で

あるか、リスクを適切に管理できるかを見極め

ながら活用することが求められております。 

 具体的には枠囲みにありますとおり生成ＡＩ

の活用は教育活動の目的達成に資する場合に行

うことが示されております。つまり、ＡＩを使

うこと自体が目的ではなく、児童生徒の学びを

深める、教師の教材研究を支える、校務を効率

化して子供と向き合う時間を確保するなど教育

活動の目的達成に効果がある場合に活用すると

いう考え方であります。 

 また、児童生徒には情報の真偽を確かめる力

や適切に活用する態度を育成することが重要で

あります。生成ＡＩの出力は正確であるとは限

りません。したがって、出力内容をそのまま信

じるのではなく教科書や公式資料、複数の信頼

できる情報源で確認し自分で判断する力を育て

ることが必要であります。 

 併せて、活用に当たりましては個人情報、著

作権、情報セキュリティー等に十分留意するこ

とが求められております。児童生徒の氏名、成

績、家庭状況、健康情報などの個人情報を安易

に入力しないこと、教科書や問題集などの著作

物を取り扱う際には著作権等に注意すること、

学校の環境に応じて安全な運用を行うことが必

要であります。 

 さらに教員が生成ＡＩの特性やリスクを理解

した上で活用することも大切であります。生成

ＡＩは教師の判断を置き換えるものではありま

せん。教師が出力内容を確認し教育的に適切か

どうかを判断した上で授業や校務の補助として

用いることが基本となります。 

 このような国のガイドラインに基づきまして

文部科学省では（２）の令和６年度補正事業に

おきまして、生成ＡＩを活用した教育課題の解

決・教育ＤＸに向けた事業を実施しております。 

 この事業は、学校現場における生成ＡＩの効

果的な活用を進めるため、教育利用・校務利用

の両面から実証研究を行い、活用事例の創出や

成果の横展開を図るものであります。教育利用

とは授業改善や探究的な学びの充実など児童生

徒の学びに関わる活用であり、校務利用とは教

材作成、評価、文書作成など教職員の業務に関

わる活用であります。 

 具体的には、枠で囲んでおりますが、生成Ａ

Ｉを活用した授業改善や児童生徒の探究的な学

びの充実を図るとともに教材作成、評価、文書

作成等における校務負担の軽減を検証していく

ものであります。併せて、活用に当たっての留

意点や運用方法の整理を行い、実証成果の全国

的な共有・普及につなげることとされておりま

す。 
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 このように国の動向は生成ＡＩを単に便利な

道具として広げるというよりも、教育効果と安

全性、運用上の課題を実証しながら、学校教育

に合った活用方法を整理していく段階にあると

捉えております。 

 ５ページを御覧ください。 

 先ほど御説明しました４ページの文部科学省

の令和６年度補正事業を活用いたしまして本県

では令和７年度生成ＡＩパイロット校事業に参

画し、県立２校において校務利用に関する実証

研究を実施しております。実証校は県立延岡星

雲高等学校及び県立小林秀峰高等学校でありま

す。 

 この事業では、学校の実態に応じて生成ＡＩ

を活用した業務改善に取り組み、活用事例の創

出を進めております。理念として、ＡＩ活用を

掲げるだけではなく、実際の学校現場でどの業

務に効果があるのか、どのようなルールが必要

なのかを確認することに意義があるものと考え

ております。 

 県立延岡星雲高等学校では、教材作成や授業

準備における生成ＡＩの活用、校内文書、通知

文・報告文等の作成支援、アンケート結果や記

録の要約・整理、そして教職員の校務負担軽減

に向けた活用方法の検証に取り組んでおります。

また、県立小林秀峰高等学校では、生徒の学習

状況や提出物等を踏まえた評価支援、教材・課

題・振り返り資料等の作成支援、校務文書の作

成・整理・確認作業の効率化、さらに生成ＡＩ

活用に係る校内ルールや留意点の整理に取り組

んでおります。 

 成果といたしましては、５ページの一番下に

ありますとおり、教職員の半分以上が生成ＡＩ

を校務で活用する県内の県立学校の割合は、令

和６年度の13％から令和７年度は50％に増加し

ております。これは、県立学校において生成Ａ

Ｉの校務利用が一定程度広がりつつあることを

示したものと考えております。しかしながら、

単に利用率が上がったことを評価するものでは

なく、どのような活用が実際に役立ったのか、

どのような点に不安や課題があったのかを把握

し今後の全県展開につなげることが重要である

と考えております。 

 ６ページを御覧ください。 

 今年度の本県の取組であります。本県では、

４ページで御説明した国のガイドラインを踏ま

え、学校現場における生成ＡＩの適切な利活用

を令和７年度に引き続き推進することとしてお

ります。特に、令和８年度は「生成ＡＩの教育

利用を探求する年度」と位置づけ、県と市町村

が共通の方向性を持ちながら、県内公立学校に

おける活用を段階的に進めていくこととしてお

ります。 

 ここで「探求する年度」としておりますのは、

すぐに全ての学校で同じ使い方を求めるという

ことではなく、教育活動の中でどのような場面

で効果があるのか、どのような注意点があるの

かを実践を通して明らかにしていくという趣旨

でございます。 

 生成ＡＩの活用に当たりましては、生成ＡＩ

を使うこと自体を目的とするのではなく教育活

動の目的達成に効果的であるかという観点を重

視しております。例えば、児童生徒の考えを深

めることにつながるのか、教師の教材研究を支

えることができるのか、校務の効率化によって

児童生徒と向き合う時間を増やせるのかといっ

た視点で判断していくことが重要であります。 

 具体的には、２つの視点から取組を進めてま

いります。６ページ下の枠囲みを御覧ください。

１つ目は教材作成、文書作成、情報整理等にお
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ける校務負担の軽減であります。２つ目は児童

生徒の学びを深めるための教育活動での活用検

証であります。令和８年度につきましても、教

育利用・校務利用について生成ＡＩの活用を検

証してまいりたいと考えております。これらの

取組を通して教育の質の向上と教職員の働き方

改革の両立を図ることを目指してまいります。 

 ７ページを御覧ください。 

 令和７年度に国が実施したリーディングＤＸ

スクール事業についてであります。この事業は、

国が指定した小中高等学校の指定校においてＧ

ＩＧＡ端末の標準仕様に含まれる授業支援ソフ

トなどの汎用的なソフトウエアやクラウド環境

を十分に活用した効果的な教育実践を創出・モ

デル化するものであります。さらにその成果を

地域や校種を超えて全国に展開することで、全

ての学校におけるＩＣＴのふだん使いを一層推

進することを目的としております。 

 この事業で重視されておりますのは、特別な

機器や特別な環境を前提にするのではなく、既

に学校に整備されているＧＩＧＡ端末やクラウ

ド環境を、日常の授業や校務の中で効果的に使

うという点であります。 

 指定校が実施した具体的な内容といたしまし

ては、まず、枠囲みにございますが、個別最適

な学びと協働的な学びの一体的な充実でありま

す。児童生徒一人一人の状況に応じた学びと、

友達と考えを共有し深める学びを、端末やクラ

ウドを活用して一体的に充実させていくという

ものであります。 

 また、インターネット上の動画教材の活用、

外部専門家によるオンライン授業の実施や端末

の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等に

も取り組んでおります。これにより、学校の中

だけでなく、家庭や外部の専門人材ともつなが

りながら、学びの選択肢を広げることができる

というものであります。 

 さらに、授業だけでなく校務面でも徹底的な

効率化や対話的・協働的な職員会議、教員研修

に取り組まれております。併せて、実践内容を

動画・写真、研修のオンライン公開などにより

地域内外に普及していくことで指定校だけの取

組にとどめず、他の学校でも参考にできる形で

成果を広げることを目指した内容となっており

ます。 

 本県におきましても、令和７年度は都城市の

丸野小学校や志和池小学校をはじめとして、西

米良村や延岡市の指定校におきまして、生成Ａ

Ｉの活用を含めた授業公開や研修等が実施され、

ＧＩＧＡ端末とクラウド環境を前提とした授業

改善や校務改善の実践を県内に広げていく機会

となったものと考えております。 

 次に８ページを御覧ください。 

 ここまで、学校教育における生成ＡＩの活用

等について御説明いたしましたが、ここからは

ＡＩを利用したアプリケーションやソフトの活

用に関するその他の取組について各課から御説

明いたします。 

 それでは、続いて高校教育課長が御説明いた

します。 

○髙原高校教育課長 資料８ページになります。 

 その他のＡＩ活用に関する取組のうち高校に

関するものを説明いたします。 

 まず、事業名、「ひなたＤＸハイスクール事

業」です。文部科学省のＤＸハイスクール事業、

これを受けまして指定校として県立学校16校が

取り組んでおります。情報Ⅱ、これは、教科

「情報」の中にある高度な内容を学習する科目

となりますが、これらの科目等で生成ＡＩを含

む高度な情報教育の授業を実施しております。 
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 成果等としまして、①情報Ⅱ等（生成ＡＩを

含む高度な情報教育）を受講している生徒の割

合が指定校16校で令和７年度は54.4％と半数を

超えております。また、②数理やデータ、ＡＩ

を活用しながら探究することができると回答し

た生徒の割合が令和７年度は43.7％となってい

ます。 

 一定の成果が出ているところですが、今後の

方向性に記載したとおり、整備した高度なデジ

タル環境を十分に活用して高度な情報教育を推

進していく、またＡＩ活用の授業実践の事例を

集約・整理した上で県立学校全体に発信し県立

学校全体での普及を図ることとしております。 

 なお、この指定16校のうち、２校の具体的な

取組を御紹介します。 

 まず、五ヶ瀬中等教育学校の取組です。こち

らではデータサイエンスの授業においてＡＩを

活用したビッグデータ分析に関する学習と実習

を実施しています。その効果として、外部コン

テストに参加した生徒数が令和７年度は67人と

多くの生徒がチャレンジをしております。また、

これらの取組を促すため、②に記載のとおり、

外部人材を活用した講義や実習を令和７年度は

延べ27回行っております。今後、学校では習得

することが困難な技術について、専門家による

講義や研修を企画し生徒の探究力向上を図るこ

ととしています。 

 次に日南振徳高校の取組です。こちらでは、

学校設定の科目である、ＡＩ・データサイエン

ス演習の授業において、ＡＩを活用したウェブ

アプリ開発等の実習を実施しています。その効

果として、外部コンテストに参加した生徒数が

令和７年度は142人と、多くの生徒がこちらも

チャレンジをしております。これらの取組を促

すため、外部人材を活用した講義や実習等を令

和７年度は延べ61回行っております。今後、こ

の日南振徳高校においても、最先端のＡＩや

データ分析ツールを駆使して地域課題解決、そ

の社会実装に取り組めるＤＸ人材の育成を図る

こととしています。 

 さらに、下から２段目の欄になりますが、Ａ

Ｉを活用した探究活動に関する生徒向けセミ

ナーを指定校16校向けに実施したほか、コンテ

ストも全県立学校に公募して実施しております。

セミナーに参加した生徒が令和７年度は16名。

これは指定校の16校からそれぞれ選んでもらっ

た生徒に受講してもらったという形になります。

また、コンテストに参加した生徒は35名であり

ました。 

 今後でありますが、国が進める高校教育改革

におけるネクストハイスクール事業等とも連携

をしながら、理系人材の育成や高度な専門人材

育成等の観点からもデジタル教育に関する生徒

セミナーの企画も行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 次に一番下の段になります。「ひなた教育Ｄ

Ｘ整備事業」です。この事業においては、高校

入試採点のデジタル化に取り組みました。デジ

タル採点として導入したのが「百問繚乱」とい

うシステムです。このシステムの導入で採点作

業をデジタル化し、採点の効率化と正確性の向

上を図りました。この成果として、記号問題や

数式などはＡＩが自動的に採点し、点数の計算

においても自動で小計や合計が算出されるため、

採点時間の大幅な削減につながったところです。

一方で記述問題での配点設定等について課題が

残ったところでありました。 

 今後につきましては、十分な効果を確認でき

ましたので、さらなる採点作業の迅速化を目指

しつつ、採点の公平性向上に努めてまいりたい
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と考えております。 

 高校教育課からの説明は以上です。 

○隈元義務教育課長  資料の９ページを御覧く

ださい。 

 義務教育課ではＡＩ教材として、ＣＢＴ単元

テスト、デジタルドリルを、小学校５年生、中

学校２年生の全員に導入しております。ＡＩ教

材は児童生徒一人一人の学習歴を分析し、膨大

なデータの中から、それぞれの習熟度に応じた

適切な問題をＡＩが瞬時に提供する学習システ

ムであります。 

 実施期間は、令和７年度から令和８年度であ

り、一人一人の学習状況に応じた個別最適な学

びを支援するとともに、採点や分析に要する時

間を縮減して学習及び指導の効率化を図るとい

うものであります。 

 具体的な実践の一部として資料に挙げており

ますが、新富町立富田小学校では即時自動採点

によりすぐに結果を把握して解説を行うことで、

児童の意欲の向上につなげたり、個人面談での

詳細な学習状況の説明に活用しております。 

 宮崎市立潮見小学校では、授業の導入で児童

に主体的に教材を選択させて学習習慣の定着を

図っているほか、同じ単元テストに２回取り組

ませることで、既習内容の定着確認と再挑戦の

機会を確保して基礎学力の定着につなげている

ところであります。 

 都農町立都農中学校では、リアルタイムで対

応できる利点、これを活用して生徒の進捗状況

により個別指導の徹底でありますとか、授業の

最後に各生徒に課題を配信することによって、

本時の学習内容の定着を図るという取組を行っ

ております。 

 川南町立通山小学校では、学習内容の定着を

図ると同時にドリルを進めていくとポイントや

メダルを獲得できるというシステムになってお

りますので、そういったものを使って児童の学

習意欲の向上につながると期待をしております。 

 これら以外の学校でも学校の状況、子供たち

の状況に合わせた活用を行っておりますが、今

後もさらに活用を進め、学習内容の定着と改善

につなげてまいりたいと思っております。 

 次に、その下にあります英語ＡＩアプリの導

入についてでありますが、高校教育課及び義務

教育課では、令和８年度の取組といたしまして、

英語ＡＩアプリを中学校６校、高校４校のモデ

ル校に、６月から導入することとしております。

英語の授業における個別最適な学びの実現と授

業における言語活用のさらなる充実を図ること

を目的としております。 

 英語学習とＡＩなどのデジタル技術は親和性

は非常に高いというふうに言われております。

それぞれのレベルに合わせた個別最適な学びを

行うことが可能であり、またＡＩが相手ですの

で間違っても恥ずかしくないという安心感につ

ながって、学習意欲を持って学習に取り組むこ

とができるという利点があります。 

 モデル校の成果につきましては、今後様々な

機会を活用して県内の各学校に広げてまいりた

いと考えております。 

 以上であります。 

○児玉教育政策課長 最後に、学校教育におけ

るＡＩ活用は、ＡＩという新しい技術だけを切

り離して考えるものではございません。これま

で進めてきた１人１台端末や無線ＬＡＮ環境、

クラウド環境などのデジタル学習基盤の上に、

生成ＡＩをはじめとする先端技術をどのように

位置づけ、教育活動と校務の改善につなげるか

という観点で捉える必要がございます。 

 一方で、ＡＩは万能ではないため、出力され
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た情報が誤っている場合もあり、個人情報、著

作権、情報セキュリティーへの配慮も欠かすこ

とができません。そのため、ＡＩを使うこと自

体を目的にするのではなく、教育活動の目的達

成に効果があるか、安全に運用できるかを確認

しながら段階的に活用を進めることが重要であ

ると考えております。 

 教育委員会といたしましては、導入すること

そのものを目的とするのではなく、教育の質の

向上と教職員の働き方改革の両立を図るための

手段として位置づけ、個人情報、著作権、情報

セキュリティー、誤情報への対応などに十分留

意しながら県内の学校における適切な活用を推

進してまいります。 

 説明は以上であります。 

○山内委員長  執行部の説明が終わりました。 

 意見、質疑がございましたら発言をお願いい

たします。 

○福田委員 説明、どうもありがとうございま

した。私たちはＡＩ活用推進対策というタイト

ルで委員会を設置しまして、私自身、少し疑問

点もあり、この特別委員会の一員になったとこ

ろであります。 

 今、教育政策課長が最後におっしゃいました

「あくまでも教育の質の向上」、それと「教職

員の働き方改革」というのが何回も出てきまし

た。教職員の働き方改革というのは、「なるほ

ど」と十分に納得できるところがあるのですが、

教育の質の向上というときには、どうしても少

し疑問が残るんですね。古いかも分かりません

けれど、「読み・書き・そろばん」の時代から

こっちに移っていったときに、何か忘れている

ものはないのだろうかということが気になると

ころであります。そうした思いを頭に描きなが

ら、今回勉強していきたいと思います。 

 その中で質問なんですけれども、８ページに

ありますその他のＡＩ活用に関する本件の取組

の欄に事業名があって、取組の概要があって、

その次の成果なのですが、その成果のところに、

例えば五ヶ瀬中当教育学校では参加した生徒が

令和７年度は67名、日南振徳高校では142名など

と出てくるんですけれども、参加した生徒数が

出てきただけで、それを成果としてどうやって

見るのかなと思って。延べ数となっていますか

ら、全体数がいくらでそのうちこれだけ参加し

たのか、それともほとんどの生徒が参加してい

るのか、そういうところが疑問に思いました。 

 それに対して、９ページの方は、成果につい

て、例えば新富町立富田小学校では「意欲向上

が見られた」、宮崎市立潮見小学校では「基礎

学力の定着につなげることができた」、都農町

立都農中学校では、「個別の指導に生かすこと

ができた」、川南町立通山小学校では、「児童

の学習意欲を高めることができた」というとこ

ろで、非常に成果の書き方が分かりやすいんで

すけれども、そこら辺についてどういう感覚で

人数を出しているのかをお聞きしたいと思いま

す。 

○髙原高校教育課長 ８ページのところですね。

五ヶ瀬中等教育学校、日南振徳高校の成果のと

ころなんですけれども、実はこの事業は国の指

定事業ということで、申請に当たってこういっ

た観点で取り組んでくださいという審査項目が

示されております。 

 例えば、情報Ⅱなどの情報教育については

「全校で20％を超える生徒が受講できるように

しなさい」というふうなこと、それから「外部

のコンテストの参加人数を増やしなさい」など

ということがありましてこのような成果の書き

方をしたところです。もちろん、こういった学
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習、データサイエンスの活動等をしていって、

それぞれの学校では学習の最後の目標として、

外部のコンテストに生徒たちがつくったものを

論文等にまとめて応募するという形で出してお

ります。 

 全ての生徒に義務づけるというところまでは、

それぞれの学校でしていないようですけれども、

ほとんどの生徒がこういった形で参加し、成果

が現れているところでありまして、ＡＩ活用の

方法等が分かり、効果を非常に実感している、

学習効率が高まったというようなことが、生徒

の反応としてあるところです。 

○福田委員 私の質問したのはもっと簡単なこ

とで、例えば五ヶ瀬中とかは延べ数で令和７年

度は67人とあるんですけれども、これはクラス

全体の人数が何人で、そのうち何人が参加した

のかというのがないと。どれだけ参加している

のかなと思って。 

○髙原高校教育課長 申し訳ございませんでし

た。五ヶ瀬中等教育学校は学年１クラスの学校

で、40人弱になっております。その中で、学習

活動を行い、最終学年である６年生のときにの

取組として位置づけていると伺っておりますの

で、学年人数を上回ることとなります。５年生

の段階―高校でいったら２年生の段階になり

ますけれど、その段階で出した子もいるかもし

れません。１クラスが40人弱の状況ですので、

ほとんどの生徒が参加していることになると思

います。 

 それから、日南振徳高校においては、商業科

の中での取組として行っております。恐らく、

商業科は２クラス、定員としては80人程度です

けれど、若干、定員割れがありますので、その

人数からするとかなりの生徒が参加していると

評価できるかと思います。 

○齊藤委員 ３ページのところで生成ＡＩにつ

いて簡単に御説明していただいたんですけれど

も、私も福田委員と同様にＡＩやコンピュー

ターの世界は非常に苦手でして。コンピュー

ターが自ら学習していくということが、どうい

う仕組みでできているのか分からなくて、もし

この中に端的に説明していただける方がいたら

教えてください。いらっしゃらなければ結構で

す。そこでつまずいていると、ここから先なか

なか理解が進んでいかないなと思って、質問し

たところです。 

○児玉教育政策課長 正確ではないかもしれな

いんですけれども、インターネット上にある膨

大なデータや情報から、ＡＩが「こういう場合

はこうなる」というパターンを学習します。、

「Ａ」という言葉が出てきたら「Ｂ」という言

葉が多いとか、そういうすごい量を学習して、

一般的な回答を得るといいますか。 

 例えば、ＡＩのソフトを使って自分で検索を

します。「これについて教えてください」と

言ったら簡単に答えてくれるんですね。これは、

インターネット上の情報を学習した結果として

こうなりますという答えを出すんですけれども、

世の中にある情報が正しくないこともあります

ので、場合によっては正しくないことを学習し

て誤ったことを正しいように回答してくるとい

うこともあります。私の知識ではこれぐらいの

回答になってしまいます。申し訳ありません。 

○山内委員長 今、生成ＡＩがどのような仕組

みなのかということですけれども、ＡＩ自体は

もともと人間の脳のシナプスという神経細胞を

模して作られて、20年ほど前は構文などを全部

入れ込んだ上でされていたのを、それでは限界

があるということで新聞などのデータを読み込

ませ、そこから構造を見つけ出そうということ
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から、今の生成ＡＩにつながっております。 

 今ありましたように、正しい情報もあれば間

違った情報もあると。「○○はＡである」とい

う情報もあれば「○○はＢである」という情報

もあると。そこを拾ってきた中で確率的にどち

らの割合が多いかを出した上でそれを提示する

というので、「Ａ」という答えのときもあれば、

拾ってきたデータのなかで、「Ｂ」が多ければ

「Ｂ」が出てくるので虚偽情報もあるという仕

組みになっています。 

○齊藤委員  ＡＩには、物や形があるのですか。

コンピューターみたいな形があるのですか。 

○山内委員長  ＡＩは、インターネット上の

データから見つけてくるのですが、見つけ出す

仕組みというのは、ソフトウエアがそれぞれあ

ります。ジェミニだったりチャットＧＰＴなど、

若干違いますけれども、大本の部分で見つけて

くる仕組みというのは一緒かなと。今、データ

センターがありますけれど、ＡＩは、膨大な情

報を検索するので、エネルギーもたくさん使う

という現状があります。 

○齊藤委員 何となく分かりました。今日、説

明を聞いて、私も印象だけ伝えさせていただく

と、最後に教育政策課長がお話しされた、これ

はあくまでも手段であって目的にはしていけな

いというのは、本当にそのとおりだと思います。

ただ、気をつけないと説明を聞けば聞くほど学

校の先生は要らなくなるのではないかと。要す

るに、ＡＩ、ロボットが人工知能を身につけて

学校の先生になれば、極論ですけれど、働き方

改革―働かなくて済むわけだから。だけれど

も、これは気をつけておかないと……。 

 先週、宮崎商業高校で探究学習に行ってきた

んですよ。また月曜日に行ってくるんですけれ

ども、生徒５人とやり取りをする中で、生徒た

ちは、今のＡＩについて、私以上に知っている

んだけれども、対話をすると物事を考えていな

いんですよ。テレビ番組でもやっていましたけ

れども、ＡＩに投げかければ答えを出してくれ

るので、自ら考える力をそいでいくわけなんで

す。だから、ここは本当に気をつけないといけ

ないなと思いながら、説明を聞いたところです。 

 ただ、一方で、これを進めていくというのは

世界中の流れなので、それを止めようというこ

とは考えていません。ぜひそこら辺はちょっと

気をつけていただければと思います。 

○児玉教育政策課長 ありがとうございます。

説明の中でも一部触れましたが、ＡＩは教師の

役割を代替するものではないということを前提

に進めていきたいと思っております。児童生徒

の状況を見取り、学びを支え、必要な指導や支

援を行うのは教師でありますので、ＡＩは文章

作成や情報整理などを補助する道具として活用

していけるよう、市町村等とも考えや方向性を

合わせながら進めていきたいと考えております。 

○齊藤委員  今、課長がおっしゃった最後の道

具なんですよ。あくまでも。コンピューターに

しろ、ＡＩにしろ、道具であって、我々人がそ

れを使っていくべきであって。道具に使われて

いる人が今増えているという印象があるので、

そのような生徒を生まないよう、教育をきちっ

としていただきたいと思います。 

○河野委員 御説明、ありがとうございました。

９ページのＡＩを活用したグローバル人材育成

―ＡＩアプリ、英語のアプリですけれども、

ＡＩが進む中で、現場の授業の中で、一番恩恵

を受けるのが英語なんじゃないかなと思ってい

て。 

 自分は、中学校で英語の先生として勤務をし

ていたんですけれども、英語はしゃべって何ぼ
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というか。実際、ふだんは生徒同士にしゃべら

せるんですけれども、お互い正しい発音を知ら

ないので、発音の勉強はうまくいかないわけで

すね。このときに、アプリの恩恵を受けると

思っていて、自分も、「ＥＬＳＡ Ｓｐｅａｋ」

かな、実際に加入して、ふだん英会話の練習も

していますが、本当に発音を厳しく矯正してく

るアプリなんです。この１年で特に進化してい

るので、一番効果があるのが、英語じゃないか

なと思っています。 

 その中で、英語ＡＩアプリを10校に導入する

ということですが、実際にどのようなアプリか、

教えてもらえますか。 

○隈元義務教育課長 現在業者選定中でありま

して、６月からということなんですが、各業者

からの提案されたアプリを見ますと、話したり、

書いたりという表現をすることに重きを置いた

アプリを導入する形になると思います。 

 今、御意見がありましたけれども、そのとき

に応じた、いろんな会話がスムーズに生成ＡＩ

でできる部分もあるんですが、すべてが生成Ａ

Ｉではなくて、ＡＩは、間違いますので、文法

学習等は、既に入れてあります正確なデータを

基に、機械学習する機能も入っているというこ

とです。英語やアプリに関しては、全てが生成

ＡＩということではないと。生成ＡＩに関して

は、チャットＧＰＴやジェミニなどが基になっ

ていると業者のから聞いております。 

○河野委員 ありがとうございます。チャット

ＧＰＴやジェミニをベースとしたアプリかなと

思うんですけれども。文法の部分よりは、実際

にどこかに特化してほしいと思ったときにはと

にかくしゃべる、話すというところに重きを置

いたアプリでいいのではないかなと思っている

ので、その点を念頭に入れてお願いしたいと

思っています。 

○隈元義務教育課長 ありがとうございます。

また、そのあたりは注意しながら、モデル校が

取り組んだ内容を広めていきたいと思います。 

○永山委員 現在、校務支援の面から先生たち

は使っていると思うんですけれども、先ほど、

委員からもあったとおり、多分スキルに差があ

ると思うんですよね。教職員向けの研修体制な

どの状況について教えていただきたいと思いま

す。 

○児玉教育政策課長 ＩＣＴエリアミーティン

グや県の教育研修センターでの研修の中で取り

上げて研修を実施しております。 

○山口委員  説明、ありがとうございました。 

 ３ページのところで確認をしたいんですけれ

ども、ＡＩの学習指導要領における現行の取扱

状況と、現在、高校では、情報Ⅰなどが必修に

なっていると思うんですが、どういうところま

で教えるかというところが知りたいんですよ。

プログラミングで云々など何となくは知ってい

るんですけれども、どこを目指して情報Ⅰの授

業が必修化されているのか、教えていただけま

すでしょうか。 

質問は、２点になるんですが、ＡＩにおける

学習指導要領の取扱いと、情報Ⅰの修了時のレ

ベル。そういうところを教えていただけますか。 

○髙原高校教育課長 情報Ⅰが必修の教科とし

て入っておりますけれども、教科書等を見ます

と、まず情報社会について学習をし、情報社会

の問題点等について学び、それからコミュニ

ケーションと情報のデザインというものがあっ

て、いわゆるメディアの中における様々な情報

の現れ方とかを学習していきます。そして、そ

の上でコンピューターとプログラミング項目も

あって、コンピューターの仕組みやアルゴリズ



令和８年５月15日(金) 

 - 13 - 

ム等についての学習もすると。その上で最終的

に情報通信ネットワークとデータの活用につい

ての項目があるとなっております。 

 その上で発展的な学習として情報Ⅱのほうに

ついて参考までに申しますと、データサイエン

ス等の中身にまで入っていきます。それから、

情報システムについては、情報セキュリティー

の技術等についてもより深い学びをやっていく

形になっていると。そのような情報ⅠとⅡの構

成になっております。 

 学習指導要領における位置づけについては詳

しく把握しておりませんが、以上になります。 

○山口委員 ３ページに次期学習指導要領の議

論においても生成ＡＩの活用能力を含む抜本的

な向上等について議論がされていくという記載

があると思うんですが、ということは、現行の

学習指導要領においては、ＡＩについての活用、

学習の目標などは特段なく、あくまでどう使う

かは、ガイドラインに基づいたもので対応して

いますよと。例えば、自分のＡＩを生成できる

ようになるといったレベルまで行くことは恐ら

く難しいと思いますけれども、何かしらのＡＩ

に関しての学習目標が存在しているわけではな

いという理解でよろしいでしょうか。その点を

確認したい。 

○髙原高校教育課長 補足も含めて説明いたし

ます。 

 情報Ⅱでは、ＡＩに関する学習も入っている

ということでした。必修の情報Ⅰの段階ではな

かなか深いところまでは行かないようですけれ

ども、より発展的な学習を行う情報Ⅱにおいて

はＡＩに関する学習も入っていて、今回のＤＸ

ハイスクール事業においてはデータサイエンス

とかＡＩ等を含むような学校設定科目等をつ

くって進めるようにと言われているところです。

ちょっと説明が尽くせていないかもしれません

けれども……。 

○山口委員 ちなみに、発展的学習である情報

Ⅱ、これはあくまで必修ではなく選択科目であ

ると思いますけれども、どれくらいの割合の生

徒が選択されるんですか。普通科高校になるの

か。工業系高校だったら、もちろん選択するん

だとは思いますけれど。一般的な全日制の高校

における情報Ⅱまで、しっかり学ぶ生徒はどれ

くらいいらっしゃるんでしょうか。 

○髙原高校教育課長 先ほど紹介したＤＸハイ

スクールの学校の中に含まれることになってい

ますけれども、情報Ⅱを実際に開講しているの

は１つの学校だけになります。これは発展的な

内容になりますので、難しいところではありま

すが、ＤＸハイスクールの指定校については、

情報Ⅱの全ての内容ではなく、一部を行うとい

う学校設定科目等をつくって、一部の分野を

行っている学校が16校はあるという状況ににな

ります。 

○山口委員 今の御回答だと宮崎県内における

多くの高校においては、いわゆる情報Ⅱレベル

の生成ＡＩとかの勉強をしているところは極め

て少ないという印象を受けたんですけれども。

数字的なものが出せないのは重々承知した上で

確認ですが、そのような認識で大きく間違いは

ないという理解をしてよろしいでしょうか。 

○髙原高校教育課長  議員の御指摘のとおりで

ございます。 

○山口委員 分かりました。 

○山内委員長 教育の質の向上や課題に加え、

誤情報や著作権などへの安全にも配慮しながら

ということなんですが、本県は、ＩＣＴの活用

の割合を過去にも出していましたけれども、

ずっと低くて、50代などは使っていない割合が
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多く、何年か経って、その方々が退職されたら

割合が上がっていきますよ、という数値目標が

これまでもあったと思います。安全を心配する

のはもちろんなんですが、先日、ある記事で、

ＳＮＳでの加害者の年代、それは50代が一番多

いと。今の40代ぐらいからは大学等でもパソコ

ンをがんがん使っていた世代だと思うんですが、

使っていない世代の方が間違いを犯してしまう

というデータでもあるのかなと。 

 ですから、そのような心配をせずに、積極的

に使ったほうがいいかなと思うんですが、今、

教員の中では慎重論というのがあると思います。

ＡＩはいろいろな問題があるから使わないほう

がいいよね、と慎重的なことを言われる教員の

割合など、把握はされているんでしょうか。 

○児玉教育政策課長 年代における差も当然あ

るかと思いますけれど、具体的な調査というと

ころは行っておりませんが、教職員のスキル差

といいますか、できる先生とできない先生は当

然あるかと思います。ＡＩを得意とする教職員

だけがこれを使うのではなくて基本的な使い方

や注意点を先生同士で共有していくことが重要

であると考えております。研修であったり実践

事例の共有を通じまして、まずは簡単に使える

ようなところから文書作成や要約など取り組み

やすい校務利用から広げて年代が上のほうとか

でも使っていただけるよう進めていければなと

考えております。 

○山内委員長 年代が上の人でも使えていける

ようにということだったんですが、先日、北九

州市の話を聞いたんですけれども、行政内です

が、一番使っていない年代というのが部長級の

方々だったと。部長級を対象に生成ＡＩの研修

会を開きましたということを言っていたんです

ね。エリアミーティングでしたか、そこの中で

研修をやっているということですが、管理職、

主任も含めて研修をしていくべきだなと思った

んですが、そこら辺については研修とかは行わ

れているんですか。実際に、現場に携わる担任

の先生とかはされていると思うんですけれど。 

○児玉教育政策課長 管理職に特化した研修は

現状ではやっていないということなんですけれ

ども、若い人だけが使えばいいということでも

ございませんので、御意見を参考にまた検討さ

せていただきたいと思います。 

○隈元義務教育課長  生成ＡＩのいろんなアプ

リの使い方等に関しての研修は県の研修セン

ターで講座を設けてやっているんですが、今あ

りましたように管理職に向けてということでは

ありません。もし希望があれば参加されると思

うんですが、そういった研修のほうは教育委員

会のほうでも設けております。 

○山内委員長 それでは、ほかにないようです

ので概要説明を終了いたします。 

 執行部の皆さんは御退席いただいて結構です。

ありがとうございました。 

 暫時休憩いたします。 

   午前11時５分休憩 
 
 

   午前11時７分再開 

○山内委員長  それでは、委員会を再開いたし

ます。 

 それでは、協議事項１の調査事項・調査計画

等についてであります。 

 お手元に配付の資料１を御覧ください。 

 １の当委員会の設置目的につきましてはさき

の臨時会で議決されたところではございますが、

２の調査事項は本日の初委員会での委員協議に

おいて決定することになっております。２の調

査事項の上段は特別委員会の設置を検討する際
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に各会派から提案されました調査事項になりま

す。 

 ここで矢印下の正副委員長整理案を御覧くだ

さい。 

 この整理案は、正副委員長で協議の上、調査

の一連の流れを考慮し、調査事項を整理したも

のです。整理した内容としましては、当初案の

（１）、（３）は１つの項目としてまとめＡＩ

に関する現状把握から課題まで一体的に調査す

る項目としました。（２）、（４）も１つの項

目としてまとめ、行政を含む各分野における活

用の在り方として多角的に調査する項目といた

しました。変更案の（３）、（４）は独立した

項目として追加したものです。（３）はＡＩ活

用を推進する上で不可欠な人材の確保・育成に

ついて独立した項目に位置づけました。（４）

は民間企業や他自治体の取組、さらには最新の

技術動向など参考となる知見を幅広く取り入れ

るため独立した項目に位置づけました。 

 次に活動方針案につきましては資料１の３に

記載のとおりであります。 

 そして、４の調査活動計画につきましては別

紙を御覧ください。 

 議会日程や委員長会議の結果を踏まえて別紙

のとおり調査活動計画案を作成しております。

この計画案は５月から７月にかけて執行部を対

象とした調査を行い県内の現状や課題を整理い

たします。その後、先進事例や取組状況等につ

いて県内外の自治体の取組を調査するとともに

参考人からの意見聴取を行います。この案を基

本としながらも必要に応じて委員の皆様に御相

談申し上げながら調査活動を進めてまいりたい

と考えております。 

 ただいま御説明いたしました調査事項・調査

計画等について御意見がありましたらお願いい

たします。調査活動計画については具体的な調

査先やテーマなどもありましたら併せて御意見

をお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

   午前11時９分休憩 
 
 

   午前11時11分再開 

○山内委員長  それでは、委員会を再開いたし

ます。 

 当委員会の調査事項は資料１の調査事項の正

副委員長整理案のとおりにしたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  御異議なしですので、それでは

そのように決定いたします。 

 次に協議事項２の県内調査についてでありま

す。 

 資料１の別紙を御覧ください。 

 ７月28日から29日で県南地域、８月25日から

26日で県北地域を予定しております。調査先と

の調整が必要となることから現時点での委員の

皆様の調査先の希望について御意見を頂きたく

存じます。 

 暫時休憩いたします。 

   午前11時13分休憩 

 
 

   午前11時15分再開 

○山内委員長 委員会を再開いたします。 

○山内委員長  ほかに御意見がなければ、調査

先につきましては正副委員長に御一任いただき

たいと存じますが、よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  それでは、そのように正副委員

長で準備をさせていただきます。 

 それでは、協議事項（３）の県外調査につい
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てであります。 

 資料１の別紙を御覧ください。 

 10月20日から22日で県外調査を予定しており

ます。先進的な取組を行っている自治体や本県

の状況が似ており同様の課題を抱えている地域

の取組など各分野における事例を調査したいと

考えております。県外調査の調査先につきまし

て御意見等がありましたらお願いいたします。 

 暫時休憩をいたします。 

   午前11時17分休憩 
 
 

   午前11時20分再開 

○山内委員長  それでは、委員会を再開いたし

ます。 

 ただいまの御意見を参考にさせていただき準

備を進めていきたいと思います。具体的な調査

先につきましては皆様の御意見を踏まえて正副

委員長に御一任いただきたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  それでは、そのような形で進め

させていただきます。 

 次に協議事項４の次回委員会についてであり

ます。 

 次回委員会につきましては６月19日金曜日の

開催を予定しております。総合政策部のデジタ

ル推進課と産業政策課に説明を依頼したいと考

えておりますが、いかがでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  それでは、そのような形で準備

をさせていただきたいと存じます。 

 最後になりますが、協議事項５のその他でご

ざいますが、委員の皆様から何かございません

か。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○山内委員長  次回の委員会は６月定例会中の

６月19日金曜日、午前10時からを予定しており

ますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。 

   午前11時22分閉会 



 

 

 

 

 

 

 

 

署 名 

 

 

 ＡＩ活用推進対策特別委員会委員長  山内 いっとく  

 

  



 


